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本
会
副
会
長
の
逢
野
博
之
・
和

泉
市
議
会
議
長
ら
地
方
六
団
体
の

代
表
は
６
月
１２
日
、
総
務
省
で
開

か
れ
た
「
地
方
財
政
に
関
す
る
総

務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」
に

出
席
し
、
増
田
寛
也
・
総
務
相
ら

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
交
わ
し

た
意
見
の
主
な
内
容
は
「
『
骨
太

方
針
２
０
０
８
』
骨
子
案
」
「
道

路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
基
本
方

針
」
な
ど
に
つ
い
て
。

会
合
の
席
で
逢
野
副
会
長
は
、

５
月
２８
日
開
催
の
本
会
第
８４
回
定

期
総
会
で
採
択
さ
れ
た
３
つ
の
決

議
▽
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
▽

道
路
整
備
財
源
の
確
保
▽
地
方
議

会
の
権
能
強
化
―
―
に
基
づ
き
意

見
を
展
開
し
た
。

ま
ず
、
地
方
税
財
源
に
関
し
て

は
、
１
月
１１
日
閣
議
決
定
の
平
成

２０
年
度
税
制
改
正
要
綱
に
「
地
域

間
の
財
政
力
格
差
の
縮
小
」
の
記

載
が
あ
る
。
同
項
で
は
更
な
る
地

方
分
権
改
革
を
推
進
す
る
う
え

で
、
地
方
税
財
源
の
充
実
が
欠
か

せ
な
い
と
説
い
て
い
る
。

そ
こ
で
逢
野
副
会
長
は
、
骨
太

方
針
の
策
定
に
あ
た
り
、
「
地
方

消
費
税
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
偏

在
性
が
小
さ
く
安
定
的
な

地
方
税
体
系
の
構
築
」
を

基
本
と
し
た
「
地
方
税
源

の
充
実
強
化
」
を
図
る
よ

う
求
め
た
。

ま
た
、
道
路
特
定
財
源

に
関
し
て
は
、
５
月
１３
日

閣
議
決
定
の
「
道
路
特
定

財
源
等
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
即
し
２１
年
度
か
ら

一
般
財
源
化
さ
れ
る
。
今

回
の
骨
太
方
針
に
も
一
般

財
源
化
の
姿
に
つ
い
て
書

き
込
ま
れ
る
予
定
の
た

め
、
逢
野
副
会
長
は
、
一
般
財
源

化
後
も
地
方
向
け
の
道
路
整
備
財

源
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
た
。

６
月
２７
日
、
政
府
は
経
済
財
政

改
革
の
基
本
方
針
、
い
わ
ゆ
る

「
骨
太
方
針
０８
」
を
閣
議
決
定
し

た
。
福
田
政
権
下
で
の
骨
太
方
針

は
今
回
が
初
。
政
府
は
「
骨
太
方

針
０６
」
で
示
さ
れ
た
財
政
健
全
化

の
方
針
を
堅
持
し
、
平
成
２３
年
度

ま
で
に
国
と
地
方
の
基
礎
的
財
政

収
支
を
黒
字
化
さ
せ
る
た
め
、
歳

出
・
歳
入
一
体
改
革
を
引
き
続
き

推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
回
の
骨
太
方
針
は
▽
成
長
力

の
強
化
▽
国
民
本
位
の
行
財
政
改

革
▽
平
成
２１
年
度
予
算
の
基
本
的

考
え
方
―
―
な
ど
全
６
章
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
う
ち
「
成
長
力
の

強
化
」
で
は
地
方
再
生
、
「
国
民

本
位
の
行
財
政
改
革
」
で
は
地
方

分
権
改
革
や
道
路
特
定
財
源
の
一

般
財
源
化
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
、

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
と
と
も
に

施
策
の
推
進
が
図
ら
れ
る
。

地
方
再
生
を
図
る
具
体
的
手
段

と
し
て
は
、
地
方
税
や
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す

る
ほ
か
、
交
付
税
を
財
政
の
厳
し

い
地
域
に
重
点
配
分
す
る
方
針
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か
し
地
方
六

団
体
が
再
三
、
国
に
促
し
て
き
た

「
地
方
消
費
税
の
充
実
等
を
通
じ

た
地
方
税
源
の
強
化
」
に
つ
い
て

は
一
切
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ほ

か
、
「
交
付
税
の
復
元
・
増
額
」

な
ど
も
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進

に
つ
い
て
は
「
２１
年
度
中
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
『
新
分
権
一
括
法

案
』
を
国
会
に
提
出
」
「
国
の
出

先
機
関
を
大
胆
に
合
理
化
」
な
ど

が
改
め
て
強
調
さ
れ
た
も
の
の
、

六
団
体
が
求
め
て
き
た
「
権
限
移

譲
に
伴
う
財
政
措
置
」
「
専
門
の

人
材
育
成
」
「
（
仮
）
地
方
行
財

政
会
議
の
設
置
」
な
ど
に
つ
い
て

は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
は

「
２１
年
度
か
ら
一
般
財
源
化
す

る
」
と
し
、
「
そ
の
際
、
地
方
財

政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

措
置
す
る
と
と
も
に
、
必
要
と
判

断
さ
れ
る
道
路
は
着
実
に
整
備
す

る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
六

団
体
が
主
張
す
る
「
地
方
枠
」
の

確
保
充
実
や
、
地
方
の
意
見
の
反

映
等
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
は
今

回
、
実
現
を
見
な
か
っ
た
。

骨
太
方
針
の
閣
議
決
定
に
先
立

ち
同
日
、
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
福
田
首

相
は
「
（
骨
太
方
針
は
）
私
の
考

え
方
の
全
体
像
と
道
筋
を
示
し
た

も
の
」
「
（
骨
太
方
針
を
）
政
府

全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
大
き
く

広
げ
加
速
さ
せ
る
」
と
述
べ
、
骨

太
方
針
に
掲
げ
た
事
項
の
実
現
に

向
け
意
欲
を
示
し
た
。

な
お
、
六
団
体
は
骨
太
方
針
の

閣
議
決
定
を
受
け
同
日
、
会
長
連

名
に
よ
る
声
明
�
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
�
を
発
表
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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岩
手
・
宮
城
地
震
で

５５
市市
にに
災災
害害
救救
助助
法法
適適
用用

地
財
委

建
運
委

緊緊
急急
要要
望望
をを
実実
施施

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
６
月
１１
日
に
成
立
し
、

１８
日
に
公
布
さ
れ
た
。
施
行
日
は

現
時
点
で
未
定
だ
が
、
公
布
日
か

ら
３
カ
月
以
内
と
定
め
ら
れ
た
。

法
改
正
で
図
ら
れ
た
措
置
は
２

点
。そ
の
う
ち
の
１
つ
が
「
議
会

活
動
の
範
囲
の
明
確
化
」
。実
際

の
地
方
議
会
の
現
場
で
は
「
各
派

代
表
者
会
議
」
「
全
員
協
議
会
」

に
代
表
さ
れ
る
会
合
で
、
議
案
審

査
や
議
会
運
営
に
つ
い
て
の
協
議

や
調
整
が
多
数
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
会
合
は
自
治
法
上

に
根
拠
を
持
つ
活
動
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。

今
回
の
法
改
正
で
は
、
自
治
法

上
に
「
議
会
は
、
会
議
規
則
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
案
の
審

査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協
議

又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
条

文
を
加
筆
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
改

正
前
は
慣
例
的
な
会
合
と
の
位
置

付
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
各
派
代

表
者
会
議
」
等
が
、
既
に
自
治
法

上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
▽
本
会
議

▽
常
任
委
員
会
▽
特
別
委
員
会
―

―
な
ど
と
並
び
、
初
め
て
法
的
根

拠
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２
つ
目
は
「
議
員
の
報
酬
に
関

す
る
規
定
の
整
備
」
。
現
行
の
自

治
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
議

員
に
支
給
さ
れ
る
「
報
酬
」
を
、

審
査
会
委
員
や
選
挙
立
会
人
ら
非

常
勤
の
職
員
に
支
給
さ
れ
る
「
報

酬
」
と
合
わ
せ
、
第
２
０
３
条
で

規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
議
員
の

活
動
は
会
期
中
に
と
ど
ま
ら
ず
、

閉
会
中
も
「
議
会
の
議
決
に
よ
り

常
任
委
員
会
に
付
議
さ
れ
た
特
定

の
事
件
」
を
審
査
す
る
な
ど
常
勤

化
し
て
い
る
。

議
員
に
対
す
る
「
報
酬
」
と
、

非
常
勤
の
職
員
に
対
す
る
「
報

酬
」
を
同
じ
条
文
で
定
め
る
現
行

法
は
、
議
員
の
「
職
務
」
「
位
置

付
け
」
も
非
常
勤
の
職
員
と
同
列

に
あ
る
も
の
と
の
誤
解
を
生
み
易

く
、
議
員
の
職
務
で
あ
る
「
議
員

活
動
」
へ
の
十
分
な
理
解
が
得
ら

れ
な
い
一
因
と
も
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
改
正
自
治
法
で
は
、
議

員
の
報
酬
に
関
す
る
規
定
が
独
立

し
た
条
文
と
さ
れ
た
。
名
称
も

「
報
酬
」
か
ら
「
議
員
報
酬
」
に

改
め
ら
れ
、
非
常
勤
の
職
員
と
の

分
離
化
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
本
会
で
は
、
自
治
法

を
改
正
し
▽
「
議
会
の
議
員
は

（
略
）
議
会
の
会
議
に
出
席
し
議

案
の
審
議
等
を
行
う
ほ
か
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関

す
る
調
査
研
究
及
び
住
民
意
思
の

把
握
等
の
た
め
の
諸
活
動
（
以
下

略
）
」
を
行
う
旨
の
規
定
創
設
�

議
員
の
報
酬
規
定
の
独
立
化
と

「
歳
費
」
へ
の
改
称
―
―
の
実
現

を
政
府
・
国
会
に
求
め
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
調
査
研
究
等
の
規

定
創
設
は
見
送
ら
れ
た
が
「
各
派

代
表
者
会
議
」
等
に
法
的
根
拠
が

与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
歳
費
」

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
「
議
員

報
酬
」
に
関
す
る
条
文
が
新
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
会
の
平
成
２０
年
度
欧
州
都
市

行
政
調
査
団
（
団
長
�
白
木
博
・

各
務
原
市
議
会
議
員
）
は
７
月
２

日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ラ
ハ
テ
ィ

市
な
ど
３
カ
国
６
都
市
の
行
政
調

査
に
向
け
出
発
し
た
。

調
査
団
は
、
各
都
市
の
議
会
や

関
係
機
関
を
公
式
訪
問
し
、
地
方

自
治
制
度
や
市
議
会
の
実
態
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
「
行
財
政
改

革
と
行
政
評
価
制
度
」
「
協
働
型

緑
地
整
備
の
振
興
」
「
都
市
再
生

策
（
中
心
市
街
地
活
性
化
）
」
な

ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
各
都
市
の

特
色
あ
る
施
策
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
。日
程
等
は
次
の
と
お
り
。

【
調
査
期
間
】

７
月
２
日
（
水
）
〜
１０
日
（
木
）

【
参
加
市
数
・
人
数
】

１７
市
・
２４
人

【
主
な
訪
問
先
（
予
定
）
】

▽
イ
ギ
リ
ス
�
シ
ェ
ッ
プ
ウ
ェ
イ

地
域
議
会
、
ロ
ン
ド
ン
市
▽
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
�
ラ
ハ
テ
ィ
市
議
会
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
市
▽
ド
イ
ツ
�
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
市
議
会
、
ダ
ル
ム
シ

ュ
タ
ッ
ト
市

７
月
か
ら
、
全
国
の
自
動
販
売

機
で
タ
バ
コ
を
買
う
に
は
、
成
人

で
あ
る
証
明
書
「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ

（
タ
ス
ポ
）」
が
必
要
に
な
っ
た
。

ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
を
自
動
販
売
機
に

タ
ッ
チ
し
て
成
人
だ
と
証
明
さ
れ

た
人
だ
け
が
タ
バ
コ
を
買
う
こ
と

が
で
き
る
。

ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
の
申
込
書
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
や
タ
バ

コ
の
販
売
店
で
手
に
入
る
。

申
込
書
と
運
転
免
許
書
等
の
本

人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
、
そ
し
て

４５
×
３５
�
の
顔
写
真
を
同
封
し
て

郵
送
す
る
と
、
配
達
記
録
郵
便
で

届
け
て
く
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

発
行
手
数
料
や
年
会
費
は
無
料

で
、
カ
ー
ド
に
は
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
の

使
え
る
自
動
販
売
機
で
チ
ャ
ー
ジ

で
き
る
電
子
マ
ネ
ー
「
ピ
デ
ル
」

の
機
能
も
つ
い
て
い
る
。

こ
の
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
は
、
本
年
３

月
の
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
の
使
用

開
始
を
皮
切
り
に
、
３
段
階
で
エ

リ
ア
を
拡
大
し
、
こ
の
７
月
か
ら

全
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
に
は
顔
写
真
も
つ

い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
未
成
年
者

の
喫
煙
防
止
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

６
月
１４
日
に
発
生
し
た
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
に
よ
り
、
被
災
地

で
は
住
民
ら
の
生
命
や
身
体
に
多

大
な
危
害
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め

１４
日
、
岩
手
県
は
一
関
市
、
奥
州

市
、
北
上
市
な
ど
３
市
２
町
に
、

宮
城
県
は
栗
原
市
、
大
崎
市
の
２

市
に
災
害
救
助
法
を
適
用
し
た
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
発
生

に
伴
い
、
本
会
の
地
方
財
政
委
員

会
（
委
員
長
�
小
川
裕
己
・
宇
部

市
議
会
議
長
）
と
建
設
運
輸
委
員

会
（
委
員
長
�
木
村
正
義
・
渋
谷

区
議
会
議
長
）
は
６
月
１６
日
、
緊

急
要
望
を
実
施
し
た
。

要
望
の
内
容
は
▽
被
災
者
の
救

護
・
救
援
▽
土
砂
災
害
の
再
発
防

止
▽
生
活
関
連
道
路
等
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
▽
被
災
者
へ
の
生
活

再
建
支
援
▽
早
期
の
激
甚
災
害
指

定
▽
関
係
自
治
体
へ
の
特
別
交
付

税
等
に
よ
る
財
政
措
置
の
実
施
―

―
な
ど
。

両
委
員
会
で
は
、
福
田
首
相
は

じ
め
泉
防
災
相
ら
関
係
閣
僚
の
ほ

か
、
所
管
府
省
に
対
し
、
緊
急
要

望
に
掲
げ
た
事
項
の
実
現
を
求
め

た
。
（
緊
急
要
望
の
内
容
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

改改
正正
自自
治治
法法
がが
成成
立立

地
方
議
会
の
活
動
範
囲
が
明
確
化

欧欧
州州
都都
市市
行行
政政

調調
査査
団団
がが
出出
発発

ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ（
タ
ス
ポ
）

タ
バ
コ
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら

時の話題

第１６９２・９３号 平成２０年７月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



総務省

▼
議
長

▽
尾
張
旭

森

和
実（
５
・
１５
）

▽
鈴
鹿

竹
口
眞
睦（
５
・
１５
）

▽
岐
阜

大
野

通（
５
・
１５
）

▽
岸
和
田

山
田
幸
夫（
５
・
１５
）

▽
泉
大
津

中
谷

昭（
５
・
１５
）

▽
大
東

内
海
久
子（
５
・
１５
）

▽
大
阪
狭
山
一
村
達
子（
５
・
１５
）

▽
明
石

寺
岡
登
史（
５
・
１５
）

▽
相
生

盛

耕
三（
５
・
１５
）

▽
府
中
（
広
島
）

瀬
川
恭
志（
５
・
１５
）

▽
勝
浦

水
野
正
美（
５
・
１６
）

▽
名
古
屋

う
え
ぞ
の
ふ
さ
え（
５
・
１６
）

▽
蒲
郡

土
屋
善
旦（
５
・
１６
）

▽
四
條
畷

小
原
達
朗（
５
・
１６
）

▽
京
都

富
き
く
お（
５
・
１６
）

▽
大
津

中
江
忠
洋（
５
・
１６
）

▽
た
つ
の

松
本
義
彦（
５
・
１６
）

▽
三
木

生
友
正
章（
５
・
１６
）

▽
新
居
浜

藤
田
統
惟（
５
・
１６
）

▽
土
佐

三
本
富
士
夫（
５
・
１６
）

▽
気
仙
沼

村
上
俊
一（
５
・
１９
）

▽
村
上

佐
藤
宮
吉（
５
・
１９
）

▽
佐
倉

小
林
右
治（
５
・
１９
）

▽
静
岡

城
内

里（
５
・
１９
）

▽
袋
井

久
保
田
龍
平（
５
・
１９
）

▽
岩
倉

大
島
昇
一（
５
・
１９
）

▽
中
津
川

加
藤

出（
５
・
１９
）

▽
豊
中

大
町
裕
次（
５
・
１９
）

▽
山
口

浅
原
利
夫（
５
・
１９
）

▽
小
郡

吉
塚
邦
之（
５
・
１９
）

▽
池
田

松
本

眞（
５
・
２０
）

▽
枚
方

出
井

宏（
５
・
２０
）

▽
八
尾

西
川
訓
史（
５
・
２０
）

▽
高
石

奥
田
悦
雄（
５
・
２０
）

▽
美
祢

秋
山
哲
朗（
５
・
２０
）

▽
行
橋

城
戸
好
光（
５
・
２０
）

▽
大
崎

青
沼
智
雄（
５
・
２１
）

▽
堺

辻

宏
雄（
５
・
２１
）

▽
高
槻

岡
本

茂（
５
・
２１
）

▽
貝
塚

南

英
太
郎（
５
・
２１
）

▽
泉
佐
野
千
代
松
大
耕（
５
・
２１
）

▽
伊
勢
崎

矢
島
征
司（
５
・
２２
）

▽
浜
松

内
田
幸
博（
５
・
２２
）

▽
坂
出

綾

宏（
５
・
２２
）

▽
守
口

澤
井
良
一（
５
・
２３
）

▽
江
東

星
野

博（
５
・
２６
）

▽
北

池
田
博
一（
５
・
２６
）

▽
藤
井
寺

田
中
光
春（
５
・
２６
）

▽
西
予

梅
川
光
俊（
５
・
２６
）

▽
足
立
く
じ
ら
い
光
治（
５
・
２７
）

▽
墨
田

西
原
文
隆（
５
・
２８
）

▽
豊
島

吉
村
辰
明（
５
・
２８
）

▽
大
阪

多
賀
谷
俊
史（
５
・
２８
）

▼
副
議
長

▽
宮
崎

串
間

修（
５
・
１２
）

▽
尾
張
旭谷

口
マ
ス
ラ
オ（
５
・
１５
）

▽
豊
明

平
野
敬
祐（
５
・
１５
）

▽
鈴
鹿

伊
藤
寿
一（
５
・
１５
）

▽
岐
阜

丸
山
慎
一（
５
・
１５
）

▽
岸
和
田

雪
本
清
浩（
５
・
１５
）

▽
泉
大
津

高
橋

登（
５
・
１５
）

▽
大
東

水
落
康
一
郎（
５
・
１５
）

▽
大
阪
狭
山
加
藤
元
臣（
５
・
１５
）

▽
明
石

榎
本
和
夫（
５
・
１５
）

▽
相
生

柴
田
和
夫（
５
・
１５
）

▽
府
中
（
広
島
）

末
宗
龍
司（
５
・
１５
）

▽
勝
浦

丸

昭（
５
・
１６
）

▽
名
古
屋

小
島
七
郎（
５
・
１６
）

▽
蒲
郡

波
多
野

努（
５
・
１６
）

▽
四
條
畷

築
山
正
信（
５
・
１６
）

▽
京
都
小
林
あ
き
ろ
う（
５
・
１６
）

▽
大
津

青
山
三
四
郎（
５
・
１６
）

▽
た
つ
の

前
田
賢
治（
５
・
１６
）

▽
三
木

大
眉

均（
５
・
１６
）

▽
新
居
浜

村
上
悦
夫（
５
・
１６
）

▽
土
佐

尾
�
洋
典（
５
・
１６
）

▽
気
仙
沼

佐
藤
仁
一（
５
・
１９
）

▽
村
上

三
田
敏
秋（
５
・
１９
）

▽
綾
瀬

安
藤
多
恵
子（
５
・
１９
）

▽
佐
倉

川
名
部

実（
５
・
１９
）

▽
静
岡

望
月
厚
司（
５
・
１９
）

▽
袋
井

秋
田

稔（
５
・
１９
）

▽
岩
倉

伊
藤
隆
信（
５
・
１９
）

▽
中
津
川

安
江
俊
平（
５
・
１９
）

▽
彦
根

山
口
大
助（
５
・
１９
）

▽
山
口

藏
成
幹
也（
５
・
１９
）

▽
小
郡

�
瀬
勝
栄（
５
・
１９
）

▽
豊
中

井
上
和
子（
５
・
２０
）

▽
池
田

木
ノ
平
恵
子（
５
・
２０
）

▽
八
尾

谷
沢
千
賀
子（
５
・
２０
）

▽
高
石

綿
野
宏
司（
５
・
２０
）

▽
美
祢

河
村

淳（
５
・
２０
）

▽
行
橋

澤
田
保
夫（
５
・
２０
）

▽
大
崎

門
間

忠（
５
・
２１
）

▽
堺

�
川
敏
文（
５
・
２１
）

▽
高
槻

福
井
浩
二（
５
・
２１
）

▽
貝
塚

田
畑
庄
司（
５
・
２１
）

▽
枚
方

鷲
見
信
文（
５
・
２１
）

▽
泉
佐
野

窪

和
惠（
５
・
２１
）

▽
伊
勢
崎

斎
藤

優（
５
・
２２
）

▽
浜
松

長
山
芳
正（
５
・
２２
）

▽
坂
出

大
前
寛
乗（
５
・
２２
）

▽
大
田
（
東
京
）

清
波
貞
子（
５
・
２３
）

▽
守
口

原
口
芳
生（
５
・
２３
）

▽
江
東

小
菅
富
貴
子（
５
・
２６
）

▽
北

横
満
加
代
子（
５
・
２６
）

▽
藤
井
寺

丸
山
昇
一（
５
・
２６
）

▽
三
原

中
西
正
信（
５
・
２６
）

▽
西
予

坂
本
隆
重（
５
・
２６
）

▽
足
立

金
沢
美
矢
子（
５
・
２７
）

▽
墨
田

広
田
充
男（
５
・
２８
）

▽
豊
島

中
島
義
春（
５
・
２８
）

▽
大
阪

小
笹
正
博（
５
・
２８
）

▼
事
務
局
長

▽
北

田
草
川
昭
夫（
４
・
１
）

▽
袋
井

田
代

充（
４
・
１
）

▽
大
津

山
本
秀
孝（
４
・
１
）

▽
宮
崎

山
口
哲
朗（
４
・
１
）

▽
中
津
川

市
岡
幹
朗（
５
・
１５
）

▽
村
上

忠

隆
司（
５
・
１９
）

年次有給休暇の取得促進!

年次有給休暇を積極的に活用しましょう！

◆計画表の活用

○休暇使用計画書の作成・活用
○休暇の計画的使用を促進

◆取得しやすい環境づくり

○上司が率先して休暇を取得
○部下に休暇をとるよう勧める

◆連続休暇等の取得促進

○夏季における１週間以上の連続休暇取得
○月曜日又は金曜日に休暇取得
○家族記念日に休暇取得

ワーク・ライフ・バランスの
実現を目指しましょう

３３
市市
をを
激激
甚甚
災災
害害
指指
定定

政
府
は
６
月
３０
日
、
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
に
よ
る
被
害
が
大
き

か
っ
た
地
域
を
、
激
甚
災
害
に
指

定
す
る
と
発
表
し
た
。
今
回
は
災

害
の
対
象
地
域
を
市
町
村
ご
と
に

指
定
す
る
局
地
激
甚
災
害
と
な

る
。
対
象
地
域
は
、
岩
手
県
奥
州

市
、
一
関
市
、
宮
城
県
栗
原
市

の
３
市
。
激
甚
災
害
に
指
定
さ

れ
る
と
、
災
害
復
旧
事
業
の
国
庫

補
助
の
か
さ
上
げ
な
ど
、
地
方
公

共
団
体
に
対
し
特
別
の
財
政
援
助

等
が
行
わ
れ
る
。

議

会

人

事

（３） 平成２０年７月５日 第１６９２・９３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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誰
に
も
、
い
つ
か
は
必
ず
訪
れ

る
老
い
。
し
か
し
、
年
齢
を
重
ね

て
も
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
な
く

「
元
気
」
「
楽
し
く
」
「
健
康
的
」

に
過
ご
し
た
い
と
願
う
の
は
、
万

人
に
共
通
す
る
「
想
い
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
想
い
を
現
実
の
も
の
と
す

る
た
め
、
見
附
市
で
は
「
日
本
一

健
康
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
」
を

基
本
施
策
に
掲
げ
、
平
成
１１
年
度

か
ら
「
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
▽

食
生
活
（
食
育
）
▽
運
動
▽
生
き

が
い
▽
検
診
。
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と

に
目
標
と
取
り
組
み
を
定
め
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
総
合
的

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
特
に
力
を
注
い
で
い

る
の
が
「
健
康
運
動
教
室
」。
こ

の
教
室
は
、
１４
年
度
か
ら
筑
波
大

学
等
の
協
力
を
得
て
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
対
象
年
齢
を「
６０
歳
以
上
」

「
４０
歳
以
上
」
等
に
分
け
た
各
コ

ー
ス
を
設
け
、
各
人
の
身
体
状
況

に
適
合
し
た
個
別
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「
有
酸

素
運
動
」「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
で
組

ま
れ
ま
す
。
有
酸
素
運
動
は
脳
血

管
疾
患
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

転
倒
骨
折
の
予
防
効
果
が
あ
り
、

中
高
齢
者
が
寝
た
き
り
と
な
る
事

態
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
１２
年
度

に
実
施
し
た
厚
生
労
働
省
の
全
国

調
査
に
よ
れ
ば
、
寝
た
き
り
と
な

る
原
因
の
第
１
位
は
「
脳
血
管
疾

患
」、
第
３
位
は
「
転
倒
・
骨
折
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
防
止
効
果

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
既
に
運
動
教
室
に
参
加

し
た
１
８
０
０
人
を
超
え
る
市
民

の
体
力
年
齢
の
変
化
�
上
表
�
を

見
る
と
、
３
カ
月
後
で
６
・
７
歳
、

１
年
後
で
１２
・
９
歳
も
若
返
り
、

健
康
維
持
の
増
進
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
効
果
を
上
げ
て
お
り
、
見

附
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健

全
化
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
見
附
市
で
は
運
動
面
の

ほ
か
、
健
康
づ
く
り
事
業
で
掲
げ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
施
策
を

通
じ
、
積
極
的
な
健
康
運
動
を
市

民
に
促
し
て
い
き
ま
す
。

第３回「研究フォーラム」in 釧路
全国市議会議長会では、第３回研究フォーラムを開催するに

当たり、課題討議の事例報告者と意見交換会でのスピーカーを
募集しています。（関係資料は６月２日付で全市に送付済）

““第第４４部部 課課題題討討議議””事事例例報報告告者者のの募募集集
１０月１６日の課題討議において、課題である「議員活動を考え
る」及び「政務調査費を考える」に関して、独特の取組みをさ
れている議会や施策の成果を出されている議会から、事例報告
を行っていただきます。

― 応 募 要 領 ―
平成２０年１０月１６日（木）午前９時～１１時（１２０分）
（会場：釧路市民文化会館）
１．課題討議の内容

課題１「議員活動を考える」（６０分）／報告者２名
課題２「政務調査費を考える」（６０分）／報告者２名

２．応募資格
議長または議長の推薦する議員

３．応募方法
報告の要旨を１，５００字程度にまとめて（Ａ４縦・横書き）、

下記の必要事項を明記の上、郵便にてご応募ください。
［必要事項］
課題（１か２を選択）、報告のタイトル、発表者名・肩

書き、所属議会、連絡先（事務局）の担当者氏名・住所・
電話・ＦＡＸ・Ｅメールアドレス

““第第３３部部 意意見見交交換換会会””ススピピーーカカーーのの募募集集
１０月１５日の意見交換会で意見発表をしていただく“スピーカ
ー”を募集しています。提言、取組みのご紹介、貴市のご紹介、
なんでも結構です。全国から集まった市議会議員・関係者の皆
さんに向けて、ご意見を発表してください。

― 応 募 要 領 ―
平成２０年１０月１５日（水）午後６時～７時３０分
（会場：釧路市観光国際交流センター）
※発表は、個人でもグループでもかまいません。
※発表時間は、１人（１グループ）３分以内とさせていただ
きます。

【応募先】 全国市議会議長会・法制 �瀬・鈴木
（�０３－３２６２－２３０３）

〒１０２－００９３東京都千代田区平河町２－４－２
※平成２０年７月２５日（金）必着
※報告者・発表者が決定しましたら、８月中旬頃、応募者全
員にご連絡いたします。

◆プログラム
１日目 １０月１５日（水）
【第１部】基調講演「変わる自治体のガバナンス」

大森彌（東京大学名誉教授）
【第２部】パネルディスカッション「市議会議員とは何か」
【第３部】意見交換会
２日目 １０月１６日（木）
【第４部】課題討議 �議員活動を考える

�政務調査費を考える
【第５部】視察
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